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(57)【要約】
　新規なキンバーライト肥料生成物を、亜炭、アルカリおよび既存肥料を使用または使用
しないで製造し、農作物の収穫量を向上する。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　有機物質または有機肥料などの植物栄養素を添加あるいは添加せずに、シリカ、マグネ
シウム、微量元素を供給する栄養素としての利用性を有する新規なキンバーライト肥料生
成物。
【請求項２】
　請求項１に記載のキンバーライト肥料生成物の製造方法であって、
（ａ）キンバーライトを微細化するステップと、
（ｂ）前記キンバーライトにアルカリ（水酸化ナトリウム、水酸化カリウム、アンモニア
など）を添加するか；前記キンバーライトに硝酸またはリン酸を添加した後、アルカリ（
水酸化ナトリウム、水酸化カリウム、アンモニアなど）で中和するか；あるいは、前記キ
ンバーライトに、フィラーとしてＤＡＰなどの肥料や、Ｎ，Ｐ，Ｋのいずれかの単肥およ
び／またはＮＰＫ複合肥料などの他の肥料を添加するステップと、
（ｃ）反応物質を完全に混合するステップと、
（ｄ）反応を最適化するために水含有量および温度を調節するか；あるいは亜炭を添加し
た後、反応を最適化するために水含有量および温度を調節するステップと、
（ｅ）水分を除去して生成物をペレット化またはパウダー化するステップとを、ｏｎｅ－
ｐｏｔ法またはｓｔｅｐ－ｗｉｓｅ法として含む、キンバーライト肥料生成物の製造方法
。
【請求項３】
　キンバーライト；アルカリで処理したキンバーライト；硝酸、リン酸およびアンモニア
で処理したキンバーライト；硝酸およびアンモニアで処理したキンバーライトのＦＴＩＲ
分析の比較（図２）により示される特徴的なＩＲ吸収ピークを示す、請求項１に記載のキ
ンバーライト肥料生成物。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は材料科学の分野に関し、特にキンバーライト（Ｋｉｍｂｅｒｌｉｔｅ）からの
肥料の製造に関する。本発明はまた、農業に応用されるキンバーライト由来の肥料生成物
の製造方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
　炭素堆積物が高温・高圧に長期間曝されるとダイアモンドが形成される。地中深くには
、ダイアモンドの形成を熱力学的に可能とする高温・高圧領域が存在する。ダイアモンド
は、大陸地殻下において、圧力約５ギガパスカル、温度約２２００°Ｆの深さ約９０マイ
ル地点で形成され始める。ダイアモンドは「キンバーライト・パイプ」で採鉱される。キ
ンバーライトはカリウムおよびマグネシウムが大変豊富な火成岩であり、金剛石、カンラ
ン石、金雲母および輝石から構成され、他に様々な微量無機物を含む。キンバーライトは
「キンバーライト・パイプ」として知られる垂直に伸びる地殻構造内に存在し、インドに
は最も多くの原生代中期のキンバーライト族岩石が存在することが知られている。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００３】
　ダイアモンドを１カラット生成するには大量のキンバーライトが必要であり、数トンの
キンバーライトが必要とされる。ダイアモンド除去後に適当な用途がなくなったキンバー
ライトが世界中から大量に入手可能であり、キンバーライトにはマグネシウム、微量金属
、およびシリカが豊富に含まれている。
【０００４】
　したがって、本発明はキンバーライト肥料の製造方法を発明することを目的とし、本発
明の第一の目的は、肥料として使用可能なキンバーライト肥料生成物を発明することであ



(3) JP 2010-509167 A 2010.3.25

10

20

30

40

50

る。本発明の他の目的は、キンバーライト肥料生成物の製造方法を発明することである。
本発明の更に他の目的は、有機的性質を有するキンバーライト生成物を発明することであ
る。本発明の更に他の目的は、有機キンバーライト生成物の必須な製造方法を提供するこ
とである。
【課題を解決するための手段】
【０００５】
　前記課題を達成するために、本発明は、シリカ、マグネシウム、微量元素を、有機物質
と組み合わせるかまたは組み合わせることなく供給する栄養素としての用途を有し、かつ
、他の肥料および／または植物栄養素と種々組み合わせた肥料生成物を設計できる自由度
を有する、新規なキンバーライト肥料生成物を提供する。
【図面の簡単な説明】
【０００６】
【図１】キンバーライトから様々な肥料生成物を製造するための様々なステップを示す図
である。
【図２】キンバーライト；アルカリで処理したキンバーライト；硝酸、リン酸およびアン
モニアで処理したキンバーライト；硝酸およびアンモニアで処理したキンバーライトのＦ
ＴＩＲ分析の比較結果を示すグラフである。
【発明を実施するための形態】
【０００７】
　以下、本発明の顕著な特徴を説明するために本発明を詳細に説明する。本発明の一実施
形態では、キンバーライトをアルカリと反応および／またはブレンドしてキンバーライト
肥料生成物を提供する。本発明の他の実施形態は、キンバーライトにアルカリと共に亜炭
（ｌｉｇｎｉｔｅ）をブレンドする、有機キンバーライト生成物の製造方法に関する。
【０００８】
　本発明は、好適な実施形態において、（ａ）キンバーライトを微細化するステップと、
（ｂ）前記キンバーライトにアルカリ（水酸化ナトリウム、水酸化カリウム、アンモニア
など）を添加するか；前記キンバーライトに硝酸またはリン酸を添加した後、アルカリ（
水酸化ナトリウム、水酸化カリウム、アンモニアなど）で中和するか；あるいは、前記キ
ンバーライトに、フィラーとしてＤＡＰなどの肥料や、Ｎ，Ｐ，Ｋのいずれかの単肥およ
び／またはＮＰＫ複合肥料などの他の肥料を添加するステップと、（ｃ）反応物質を完全
に混合するステップと、（ｄ）反応を最適化するために水含有量および温度を調節するか
；あるいは亜炭（ｌｉｇｎｉｔｅ）を添加した後、反応を最適化するために水含有量およ
び温度を調節するステップと、（ｅ）水分を除去して生成物をペレット化またはパウダー
化するステップとを含むキンバーライト肥料生成物の製造方法を提供する。
【０００９】
　以下、本発明の内容および本発明の実施方法を詳細に説明する。
【００１０】
　図１はキンバーライトから様々な肥料生成物を製造するための様々なステップに関する
。図２はキンバーライト；アルカリで処理したキンバーライト；硝酸、リン酸およびアン
モニアで処理したキンバーライト；硝酸およびアンモニアで処理したキンバーライトのＦ
ＴＩＲ分析の比較に関する。処理サンプルでは、未処理サンプルの吸収ピークと異なる特
徴的な吸収ピークが観察された。
【実施例】
【００１１】
　以下、本発明を実施例に基づいて具体的に説明するが、本発明はこれら実施例に限定さ
れない。
【００１２】
　アルカリ（水酸化ナトリウム、水酸化カリウム、アンモニアなど）をキンバーライトに
１：３～１：５０（ｗ／ｗ）の割合で添加した。アルカリとキンバーライトの混合物を粉
砕により適切にブレンドした後、適量の水を添加して完全に混合した。得られた物質をペ
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【００１３】
　硝酸またはリン酸をキンバーライトに添加（５～５０％ｖ／ｗ）した後、アルカリ（水
酸化ナトリウム、水酸化カリウム、アンモニアなど）で中和した。
【００１４】
　キンバーライトに、フィラーとしてＤＡＰなどの肥料や、Ｎ，Ｐ，Ｋのいずれかの単肥
および／またはＮＰＫ複合肥料などの他の肥料を添加した。亜炭をキンバーライトに１０
：１～１：１０の割合で添加し、次いでアルカリを亜炭とキンバーライトの混合物に１：
３～１：５０（ｗ／ｗ）の割合で添加した。アルカリと亜炭－キンバーライトとの混合物
を粉砕により適切にブレンドした後、適量の水を添加して完全に混合した。
【００１５】
　得られたキンバーライト肥料生成物を様々な農作物に対して使用した結果、収穫量が著
しく向上した。キンバーライト肥料生成物を介して農作物にシリカを供給することにより
、収穫量が向上するだけでなく病気に対する耐性が付与された。
【００１６】
　本発明は、様々な農作物の収穫量を向上させるための様々な種類のキンバーライト肥料
生成物について説明するものである。
【００１７】
　キンバーライト肥料生成物を使用して効率的・経済的な統合肥料管理が可能であること
が本発明の結果からわかる。
【００１８】
　以上、本発明を実施例に基づいて説明したが、本発明は基本的な態様の組み合わせやそ
の実現可能な範囲に限定されない。

【図１】 【図２】
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【手続補正書】
【提出日】平成20年12月29日(2008.12.29)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　アルカリで処理したキンバーライトを含む第一成分と、亜炭を含む第二成分とを含み、
前記第一成分と第二成分との重量比は１０：１～１：１０である、植物栄養素組成物。
【請求項２】
　硝酸およびアルカリで処理したキンバーライトを含む第一成分と、亜炭を含む第二成分
とを含み、前記第一成分と第二成分との重量比は１０：１～１：１０である、植物栄養素
組成物。
【請求項３】
　リン酸およびアルカリで処理したキンバーライトを含む第一成分と、亜炭を含む第二成
分とを含み、前記第一成分と第二成分との重量比は１０：１～１：１０である、植物栄養
素組成物。
【請求項４】
　請求項１に記載の植物栄養素組成物の製造方法であって、
（ａ）キンバーライトを微細化処理して微細化キンバーライトを得るステップと、
（ｂ）前記微細化キンバーライトに、水酸化ナトリウムおよび水酸化カリウムから選ばれ
るアルカリを添加して混合物を得るステップと、
（ｃ）前記ステップ（ｂ）で得られた前記混合物を完全に混合し、前記混合物の水分含有
量および温度を調節して反応混合物を得るステップと、
（ｄ）前記ステップ（ｃ）で得られた前記反応混合物に、反応混合物と亜炭との重量比が
１０：１～１：１０となるように亜炭を添加するステップと、
（ｅ）前記ステップ（ｄ）で得られた生成物をペレット化またはパウダー化して植物栄養
素組成物を得るステップとを含む、植物栄養素組成物の製造方法。
【請求項５】
　請求項２に記載の植物栄養素組成物の製造方法であって、
（ａ）キンバーライトを微細化処理して微細化キンバーライトを得るステップと、
（ｂ）前記微細化キンバーライトに硝酸を添加した後、水酸化ナトリウムおよび水酸化カ
リウムから選ばれるアルカリをさらに添加して混合物を得るステップと、
（ｃ）前記ステップ（ｂ）で得られた前記混合物を完全に混合し、前記混合物の水分含有
量および温度を調節して反応混合物を得るステップと、
（ｄ）前記ステップ（ｃ）で得られた前記反応混合物に、反応混合物と亜炭との重量比が
１０：１～１：１０となるように亜炭を添加するステップと、
（ｅ）前記ステップ（ｄ）で得られた生成物をペレット化またはパウダー化して植物栄養
素組成物を得るステップとを含む、植物栄養素組成物の製造方法。
【請求項６】
　請求項３に記載の植物栄養素組成物の製造方法であって、
（ａ）キンバーライトを微細化処理して微細化キンバーライトを得るステップと、
（ｂ）前記微細化キンバーライトにリン酸を添加した後、水酸化ナトリウムおよび水酸化
カリウムから選ばれるアルカリをさらに添加して混合物を得るステップと、
（ｃ）前記ステップ（ｂ）で得られた前記混合物を完全に混合し、前記混合物の水分含有
量および温度を調節して反応混合物を得るステップと、
（ｄ）前記ステップ（ｃ）で得られた前記反応混合物に、反応混合物と亜炭との重量比が
１０：１～１：１０となるように亜炭を添加するステップと、
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（ｅ）前記ステップ（ｄ）で得られた生成物をペレット化またはパウダー化して植物栄養
素組成物を得るステップとを含む、植物栄養素組成物の製造方法。
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【国際調査報告】
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